
古
代
か
ら
培
わ
れ
て
き
た 

地
域
の
多
彩
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル（
底
力
）

　

日
本
一
広
大
な
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
、
群
馬
県

と
境
を
接
す
る
埼
玉
県
北
西
部
の
本
庄
市
は
、
平
成

18（
２
０
０
６
）年
１
月
、
旧
本
庄
市
と
旧
児
玉
郡
児

玉
町
の
合
併
に
よ
り
、
新
生
・
本
庄
市
と
し
て
の
歩

み
を
開
始
し
た
。

　

旧
本
庄
市
と
旧
児
玉
町
は
、
奈
良
時
代
に
は
共
に

児
玉
郡
を
形
成
し
て
お
り
、
児
玉
庄
と
い
う
名
称
の

荘
園
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、
当
初
か
ら
深
い
関
係

に
あ
っ
た
。
や
が
て
そ
こ
か
ら
、
児
玉
氏
・
本
庄
氏

（
児
玉
庄
が
分
離
）を
名
乗
る
武
士
団
が
古
代
末
期
に

勃
興
し
た
こ
と
で
、
本
庄
・
児
玉
の
地
名
が
定
着
。

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
発
展
を
果
た
し
て
い
く
。
従
っ

て
、
両
旧
市
町
の
合
併
は
奈
良
時
代
末
期
以
来
の
再

統
合
と
も
言
え
る
。

　

現
在
の
本
庄
市
の
都
市
全
図
を
見
て
、
改
め
て
気

付
く
の
は
、
そ
の
「
時
空
を
超
え
た
交
通
の
要
衝
ぶ

り
」だ
。
合
併
後
の
本
庄
市
の
市
域
は
南
北（
北
部
が

本
庄
地
域
、
南
部
が
児
玉
地
域
）
に
細
長
く
延
び
た

形
を
し
て
い
る
。
児
玉
地
域
最
南
部
の
秩
父
郡
に
接

す
る
標
高
４
０
０
～
５
０
０
ｍ
ほ
ど
の
山
間
地
帯

（
市
域
全
体
の
約
20
％
）を
除
い
た
市
域
は
、
い
か
に

も
関
東
平
野
の
た
だ
中
に
位
置
す
る
都
市
ら
し
く
、

お
お
む
ね
平
た
ん
な
地
形
を
呈
し
、
本
庄
地
域
の
最

北
部
に
は
、
近
世
か
ら
近
代
初
期
ま
で
江
戸
・
東
京

と
北
関
東（
源
流
は
群
馬
県
み
な
か
み
町
）を
結
ぶ
物

流
の
大
動
脈
だ
っ
た
利
根
川
が
流
れ
て
い
る
。

　

本
庄
地
域
を
利
根
川
か
ら
少
し
南
下
し
た
位
置
に

は
旧
中
山
道（
一
部
国
道
17
号
）が
市
域
の
東
西
を
貫

い
て
お
り
、
利
根
川
や
中
山
道
と
ほ
ぼ
並
行
す
る
形

で
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
（
最
寄
り
駅
／
本
庄
駅
、
明
治
16

／
１
８
８
３
年
開
業
）が
走
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
南
下
す
る
と
上
越
新
幹
線
（
最
寄
り
駅
／

本
庄
早
稲
田
駅
、
平
成
16
／
２
０
０
４
年
開
業
）が
、

さ
ら
に
南
下
し
て
児
玉
地
域
に
入
る
と
、
Ｊ
Ｒ
八
高

線
（
最
寄
り
駅
／
児
玉
駅
、
昭
和
６
／
１
９
３
１
年

開
業
）
や
国
道
２
５
４
号
が
、
利
根
川
・
高
崎
線
・

上
越
新
幹
線
に
や
は

り
並
行
す
る
よ
う
な
形
で

市
域
を
東
西
に
貫
い
て
い

る
。
加
え
て
、
上
越
新
幹
線
・

本
庄
早
稲
田
駅
近
く
に
は
、
関
越
自
動
車
道
・

本
庄
児
玉
Ｉ
Ｃ
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
交
通
網
を
市
域
の
横
軸
と
す
れ
ば
、

本
庄
寄
居
線
（
県
道
31
号
）
や
国
道
４
６
２
号
な
ど

市
域
を
南
北
に
貫
く
幹
線
道
路
が
縦
軸
と
な
っ
て

横
軸
と
交
差
。
総
合
的
に
見
て
本
庄
市
は
、
東
京

三
つ
の
都
市
核
と
地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
切
り
拓
く
近
未
来

「
世
の
た
め
、後
の
た
め
」精
神
で
築
く
持
続
可
能
な
ま
ち

（埼玉県）

市 政 ル ポ 本
ほんじょう

庄市

吉
よしだ し ん げ

田信解
本庄市長
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（
江
戸
）と
上
信
越
方
面
を
結
び
付
け
る
結
節
点
の
役

割
を
、
時
空
を
超
え
て
果
た
し
て
き
た
こ
と
が（
今
も
）

分
か
る
。

　

ま
た
、
上
越
新
幹
線
・
本
庄
早
稲
田
駅
か
ら
東
京

駅
ま
で
の
所
要
時
間
は
約
50
分
。
本
庄
駅
か
ら
高
崎

線
経
由
の
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
や
上
野
東
京
ラ
イ
ン
を

活
用
す
れ
ば
、
本
庄
駅
～
新
宿
駅
間
お
よ
び
本
庄
駅

～
東
京
駅
間
共
に
約
85
分
で
到
達
で
き
る
。
現
代
の

本
庄
市
は
都
心
へ
の
通
勤
圏
で
も
あ
る
の
だ
。

　

そ
の
交
通
の
要
衝
ぶ
り
は
、
交
通
手
段
が
水
路
と

陸
路（
徒
歩
）だ
け
だ
っ
た
時
代
か
ら
の
特
色
で
、
穏

や
か
な
気
候
も
含
め
た
風
土
的
な
暮
ら
し
や
す
さ
が

古
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
本
庄
市
が
県
内
有
数

の
大
規
模
な
原
始
・
古
代
遺
跡
の
集
積
地
（
古
墳
だ

け
で
６
２
２
基
確
認
、
２
７
１
基
が
現
存
）
で
あ
る

こ
と
が
、
如
実
に
証
明
し
て
い
る
。

　

近
世
の
本
庄
市
が
中
山
道
で
も
最
大
級
の
に
ぎ
わ

い
を
極
め
た
本
庄
宿
と
な
り
、
近
代
以
降
に
養
蚕
業

の
ま
ち
と
し
て
大
い
に
繁
栄
し
た
の
も
、
水
路
と
陸

路
の
充
実
し
た
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
が
背
景
に

あ
れ
ば
こ
そ
だ
ろ
う
。

　

本
庄
市
に
は
そ
の
他
、
国
指
定
・
県
指
定
・
市
指

定
の
文
化
財
・
史
跡
な
ど
が
数
多
く
現
存
す
る
（
現

時
点
で
総
計
１
３
９
件
）。
そ
う
し
た
文
化
財
の
古

代
か
ら
中
世
、
近
世
、
近
代
ま
で
網
羅
す
る
幅
の
広

さ
は
、
本
庄
市
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
文
化
的
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
、
そ
れ
を
支
え
た
経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

蓄
積
が
、
い
か
に
歴
史
的
に
深
く
継
続
さ
れ
て
き
た

か
を
物
語
っ
て
も
い
る
。

　
「
悠
久
と
も
言
え
る
長
い
時
代

を
超
え
な
が
ら
、
培
わ
れ
て
き
た

本
庄
市
の
多
彩
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
さ
は
、
確
実
に
現
代
に
も
受

け
継
が
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
合
併

し
た
本
庄
地
域
・
児
玉
地
域
に
お

け
る
、
数
々
の
魅
力
の
源
泉
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル（
潜
在
力
）は
、
何
の《
刺

激
》
も
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
ま
ま
眠
っ
て
し
ま
い

か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
並
み
の
形
成
に
長
い
歴
史

を
持
ち
、
多
様
な
魅
力
を
蓄
積
し

つ
つ
成
熟
し
た
二
つ
の
都
市
核
、

本
庄
地
域
と
児
玉
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
刺
激

す
る
存
在
は
、
第
３
の
都
市
核
と
し
て
成
長
が
期

待
さ
れ
る
本
庄
早
稲
田
地
域
で
す
。

　

例
え
ば
、
本
庄
市
の
人
口
は
合
併
前
の
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
に
、
旧
本
庄
市
と
旧
児
玉
町
を
合

算
し
た
約
８
万
３
４
０
０
人
が
ピ
ー
ク
で
、
そ
れ

以
後
は
全
国
の
都
市
と
同
様
、
緩
や
か
な
減
少
を

続
け
て
い
ま
す
（
令
和
４
年
３
月
１
日
現
在
の
人
口

は
７
万
７
６
２
４
人
）。

　

一
方
で
、
合
併
直
後
の
平
成
18
年
度
か
ら
開
始

し
た
、
上
越
新
幹
線
・
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
の
土

地
区
画
整
理
事
業（
総
面
積
約
64
・
６
ha
、
施
行
者
・

独
立
行
政
法
人 

都
市
再
生
機
構
）
が
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
度
に
終
了
。
開
発
計
画
が
軌
道
に

本庄市

さいたま市

本庄市の取水口から始まる「世界かんがい施設遺産・備前渠用水路
（本庄市・深谷市・熊谷市を貫流）」は利根川の水利のシンボル

近代の本庄の威勢を示すコリント式西洋建築の旧本庄警察署（明治16年築）
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乗
り
始
め
て
以
降
、
本

庄
早
稲
田
駅
周
辺
で
は

明
確
な
人
口
増
現
象
が

始
ま
っ
て
お
り
、
今
も

な
お
順
調
に
続
い
て
い

ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
吉
田
信
解
本
庄
市
長
だ
。
吉
田
市

長
は
旧
本
庄
市
最
後
の
市
長
（
任
期
は
平
成
17
／

２
０
０
５
年
７
月
～
18
年
１
月
）
と
し
て
、
旧
児
玉

町
と
の
合
併
を
果
た
し
、
直
後
の
平
成
18
年
２
月
に

新
生
・
本
庄
市
の
初
代
市
長
に
就
任
。
取
材
時
の
令

和
４
年
３
月
は
５
期
17
年
目
を
迎
え
て
早
々
の
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
。

ま
ち
な
か
再
生
と
魅
力
創
出
を
実
現
す
る 

三
つ
の
個
性
的
都
市
核

　

実
際
、
人
口
減
少
の
ト
レ
ン
ド
は
全
国
共
通
の
避

け
が
た
い
課
題
だ
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
新
た
な
息

吹
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
重
要
で
あ

り
、
そ
れ
は
既
存
の
地
域
財
産（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）の

覚
醒
に
向
け
た
刺
激
剤
に
も
な
り
得
る
。
本
庄
市
で

は
現
在
、
人
口
減
少
が
続
く
本
庄
地
域
に
遺の
こ

さ
れ
た

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
近
代
化
遺
産
と
も
い
う

べ
き
建
物
群
を
、
本
庄
市
に
移
住
し
て
き
た
若
い
人

た
ち
が
自
分
た
ち
の
感
性
で
再
活
用
、
新
た
な
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
実
現
す
る
現
象
が
、
自
然
発
生
的
に

出
て
き
つ
つ
あ
る
。

　

例
え
ば
、
令
和
３（
２
０
２
１
）年
秋
か
ら
始
ま
っ

た《
本
庄
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
》は
、
移
住
し
て
き
た
２

人
の
代
表
社
員
を
中
心
に
、
築
１
０
０
年
超
え
の
空

き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
カ
フ
ェ
や
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
運
営
。
そ
の
ほ
か
に
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
主
催
し
、
本
庄
市
の
魅
力
発
信

に
も
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
安
政
３（
１
８
５
６
）年

築
の
古
い
蔵
を
美
容
室
に
造
り
替
え
た
《
ク
ラ
ッ
パ

（
藏
髪
）》
も
、
や
は
り
本
庄
市
に
移
住
し
た
ヘ
ア
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
始
め
た
事
業
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　
《
一
の
蔵
、
二
の
蔵
、
三
の
蔵
》は
、
現
本
庄
市
立

図
書
館
の
近
く
で
、
明
治
12（
１
８
７
９
）年
～
大
正

10
（
１
９
２
１
）
年
に
か
け
て
建
築
さ
れ
た
三
つ
の

蔵
。
も
と
も
と
は
酒
問
屋
の
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
が
、
市
民
グ
ル
ー
プ
の
保
存
運
動
を
受
け
て
、

現
在
は
外
観
を
生
か
し
た
ま
ま
、
カ
フ
ェ
や
民
間
企

業
の
オ
フ
ィ
ス
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
明
治
29（
１
８
９
６
）年
築
と
伝
わ
る《
旧

本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦
倉
庫
》（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

は
建
築
当
時
、
融
資
の
担
保
と
し
て
預
か
っ
た
繭
や

生
糸
の
貯
蔵
庫
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
菓
子
店
の
店
舗

兼
工
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
運
営
の
多
目
的
展
示
施
設
や
貸
し
ホ
ー
ル
と
し

て
機
能
。
宿
場
町
や
養
蚕
で
栄
え
た
本
庄
市
の
歴
史

を
発
信
す
る
、
ま
ち
な
か
の
交
流
拠
点
施
設
と
も

な
っ
て
い
る
。

　

本
庄
市
が
養
蚕
業
で
栄
え
た
時
代
を
伝
え
る
施
設

と
し
て
は
、
児
玉
地
域
に
建
物
が
現
存
・
公
開
さ
れ

て
い
る
《
競
進
社
模
範
蚕
室
》（
県
指
定
文
化
財
、
明

治
27
／
１
８
９
４
年
建
設
）
も
見
逃
せ
な
い
。
競
進

社
は
関
東
を
は
じ
め
全
国
に
支
部
を
設
け
、
明
治
時

代
に
お
け
る
わ
が
国
の
養
蚕
・
製
糸
業
の
改
良
や
伝

習（
教
育
）に
多
大
な
功
績
を
挙
げ
た
結
社
で
、
時
の

農
商
務
省
か
ら
功
労
賞
も
授
与
さ
れ
て
い
る
。
近
隣

の
群
馬
県
富
岡
市
に
あ
る
世
界
遺
産
・
富
岡
製
糸
場

と
同
時
代
に
あ
っ
て
、
本
庄
が
北
関
東
の
養
蚕
業
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
証
し
の
物
件
と
も
言

え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
の
新
た
な
ま
ち

本庄の旧市街地に芽生える新たなにぎわいの兆し「本庄デパートメント」

民間企業が入居する「三の蔵」のオシャレトロな入り口の
たたずまい

江戸時代の蔵を美容室にリニューアルした「クラッパ（藏
髪）」は地域コミュニティの交流拠点
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本庄市　市 政 ル ポ

（埼玉県）

づ
く
り
と
並
行
す
る
形
で
、

旧
市
街
地
で
も
地
域
財
産
が

有
機
的
に
活
用
さ
れ
、
連
携

す
る
か
の
よ
う
に
新
た
な
ま

ち
の
風
景
を
創
り
始
め
て
い

る
原
動
力
こ
そ
は
、
歴
史
が

培
っ
て
き
た
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
放
つ
魅
力
で
あ

り
、
底
力
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
「
本
庄
市
内
で
唯
一
の
人

口
増
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る

本
庄
早
稲
田
地
域
の
開
発

は
、
上
越
新
幹
線
・
本
庄
早

稲
田
駅
の
設
置
計
画
と
共
に

始
ま
り
ま
し
た
。
本
庄
早
稲

田
駅
は
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
・
本
庄
駅
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
八
高
線
・

児
玉
駅
と
い
う
旧
市
町
時
代
の
二
つ
の
都
市
核
の
中

間
点
に
位
置
し
て
お
り
、
合
併
直
前
の
平
成
16
年
３

月
に
、
地
域
の
大
き
な
期
待
を
背
負
い
、
地
元
請
願

駅
と
し
て
設
置
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

本
庄
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち
で
在
り
続
け
る
た
め

に
は
、
ま
ず
こ
の
明
ら
か
な
成
長
軌
道
を
描
い
て
い

る
新
興
の
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
の
エ
リ
ア
（
本
庄
早

稲
田
地
域
）を
軸
に
据
え
る
こ
と
。
そ
こ
を
基
盤
に
、

多
彩
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
今
も
保
持
し
つ
つ
、
成
熟

し
た
歴
史
的
・
文
化
的
遺
構
を
そ
れ
ぞ
れ
温
存
し
て

い
る
本
庄
地
域
、
児
玉
地
域
を
合
わ
せ
た
《
三
つ
の

都
市
核
》
が
共
鳴
し
合
う
よ
う
な
、
に
ぎ
わ
い
を
呼

び
込
む
ま
ち
づ
く
り
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
吉
田
市
長
）

　

ち
な
み
に
本
庄
早
稲
田
駅
の
名
称
は
、
本
庄
早
稲

田
地
域
に
立
地
す
る
早
稲
田
大
学
本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス

と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。
同
様
に
本
庄
早
稲
田
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
も
、
早
稲
田
大
学
と
の
連
携
が

ベ
ー
ス
に
あ
る
。

　

本
庄
市
お
よ
び
埼
玉
県
と
早
稲
田
大
学
と
の
絆

は
、
昭
和
57（
１
９
８
２
）年
、
早
稲
田
大
学
本
庄
高

等
学
院
が
開
校
す
る
に
当
た
っ
て
の
連
携
関
係
の
構

築
か
ら
始
ま
る
。
さ
ら
に
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
、

地
方
拠
点
都
市
法
に
基
づ
く
「
本
庄
地
方
拠
点
都
市

地
域
」
の
指
定
に
よ
り
、
本
庄
市
と
埼
玉
県
、
早
稲

田
大
学
は「
職
・
住
・
遊
・
学
」の
機
能
を
備
え
た
国

際
的
な
研
究
開
発
交
流
拠
点
の
形
成
（
彩
の
国 

本
庄

科
学
田
園
都
市
）
に
お
け
る
中
核
事
業
と
し
て
、
産

学
官
連
携
研
究
拠
点
の
形
成
を
図
る
よ
う
に
な
る
。

　

付
随
し
て
、
本
庄
市
と
埼
玉
県
は
「
早
稲
田
大
学

本
庄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
携
す
る
新
し
い
ま
ち
づ

く
り「
本
庄
早
稲
田
の
杜も
り

」事
業
の
推
進
を
決
定
。
そ

れ
ら
の
中
核
施
設
が
、
現
在
の
公
益
財
団
法
人
本
庄

早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
（
理
事
長
は
吉
田
市

長
、
敷
地
内
は
各
種
研
究
施
設
の
集
合
体
で
、
メ
イ

ン
施
設
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
本

庄
早
稲
田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
あ
る
）
で
あ
り
、

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業
と
と
も

に
目
玉
事
業
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。

早稲田大学と本庄市・埼玉県による産学官連携事業のシンボル「本庄早稲田国際リサーチパーク」のメイン
施設・コミュニケーションセンター

養蚕の最新技術普及に大きな役割を果たした「競進社模範蚕室」

養蚕のまち・本庄の繁栄を今に伝える「旧本庄商業銀行煉瓦倉庫」
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「『
本
庄
早
稲
田
の
杜
』
事
業
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
し
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
す
。
完
成
ま
で
に

は
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
既
に
活
発

な
企
業
進
出
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の

移
住
・
定
住
が
進
み
、
先
ほ
ど
申
し

上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
本
庄
市
第
３

の
都
市
核
と
し
て
の
存
在
感
を
発
揮

し
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
に
本
庄
早
稲
田

駅
が
開
業
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地

元
請
願
駅
と
し
て
埼
玉
県
・
本
庄
市
お
よ
び
周
辺
自

治
体
か
ら
の
公
費
に
加
え
、
企
業
や
早
稲
田
大
学
も

含
む
各
種
団
体
・
住
民
か
ら
の
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
吉
田
市
長
）

　

本
庄
市
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
自
治
体
の
活
性
化
へ

の
期
待
も
担
う
請
願
駅
の
設
置
事
業
は
、
平
成
10

（
１
９
９
８
）年
の
東
日
本
旅
客
鉄
道
、
埼
玉
県
、
旧

本
庄
市
に
よ
る
覚
書
の
交
換
か
ら
始
ま
り
、
開
業
前

年
の
平
成
15（
２
０
０
３
）年
５
月
に
は
公
募
で
駅
名

も
決
定
。
平
成
22（
２
０
１
０
）年
10
月
に「
本
庄
早

稲
田
の
杜
ま
ち
び
ら
き
」
を
開
催
し
、
平
成
25
年
度

の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
終
了
後
に
行
わ
れ
た
住
居

表
示
の
変
更
に
よ
り
、
現
在
の
早
稲
田
の
杜
１
～
５

丁
目
が
誕
生
し
た
。

郷
土
の
偉
人
・
塙
保
己
一
が 

体
現
し
て
い
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

　

と
こ
ろ
で
、
本
ル
ポ
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る「
世
の
た

め
、
後
の
た
め
」と
い
う
文
言
は
、
吉
田
市
長
が
進
め

る
本
庄
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
成
す
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
だ
。
本
庄
市
の
郷
土
の
偉
人
・
塙は
な
わ
ほ
き
い
ち

保
己
一

（
延え
ん
き
ょ
う享３
／
１
７
４
６
年
～
文ぶ

ん
せ
い政
４
／
１
８
２
１
年
）

の
、
国
学
者
と
し
て
の
基
本
理
念
を
端
的
に
示
す
言

葉
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
「
令
和
４
年
１
月
に
実
施
さ
れ
た
、
私
に
と
っ
て

５
期
目
に
当
た
る
市
長
選
で
は
《
支
え
あ
い
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
》
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
ま
さ
に
塙
保
己
一
の
『
世
の
た
め
、
後
の
た

め
』
と
い
う
、
現
代
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の

基
本
理
念
と
も
通
じ
る
考
え
方
と
対
を
成
す
も
の
で

す
。
後
の
世
ま
で
持
続
す
る
郷
土
を
形
成
す
る
に

は
、
産
学
官
民
に
よ
る
協
働
が
不
可
欠
で
す
。
塙
保

己
一
は
昨
年
、
没
後
２
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

２
０
０
年
以
上
も
前
に
そ
の
境
地
に
達
し
て
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
」（
吉
田
市
長
）

　

吉
田
市
長
が
５
期
目
の
４
年
間
に
実
施
す
る
べ
き

取
り
組
み
、
す
な
わ
ち「
支
え
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
掲
げ
た
の
は
［
①

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
／
②
持
続
可
能

な〝
後
の
た
め
〟の
ま
ち
づ
く
り
／
③
賑
わ
い
を
呼
び

込
む
ま
ち
づ
く
り
／
④
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
見
す
え
た

ま
ち
づ
く
り
／
⑤
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

（
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
を
見
す
え
て
）］
と
い
う
５
つ

の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
だ
。

　
「
塙
保
己
一
の
名
前
は
、
日
本
史
の
教
科
書
な
ど

で
誰
も
が
一
度
は
目
に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
幼
少

期
に
失
明
し
た
ハ
ン
デ
ィ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
国
学

か
ら
和
歌
、
漢
学
や
法
律
、
医
学
に
至
る
ま
で
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
学
問
に
励
み
、
総
検け
ん
ぎ
ょ
う

校
と
い
う
、
江
戸

塙保己一記念館（アスピアこだま内）前に鎮座する
塙保己一像

本庄市市民活動交流センター「はにぽんプラザ」は移住・定住の新市民にも心強い交流拠点

本庄早稲田の杜ミュージアム（本庄早稲田国際リサーチパーク・
コミュニケーションセンター内）の人気者「笑う埴輪」は本庄市
マスコットキャラ「はにぽん」のモデル
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（埼玉県）

時
代
の
盲
官
（
※
琵
琶
・
管
弦
奏

者
、
按
摩
や
鍼
灸
な
ど
視
覚
障

害
者
の
人
々
に
与
え
ら
れ
た
官

職
名
）の
最
高
位
に
就
き
ま
す
。

　

官
位
の
高
さ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
学
者
と
し
て
の
塙
保
己

一
の
最
大
の
功
績
は
、
古
代
か

ら
江
戸
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た

史
書
や
文
学
作
品
な
ど
を
徹
底

的
に
精
査
し
、
学
術
的
に
正
し

い
文
書
・
作
品
を
網
羅
し
た
『
群

書
類
従
』（
６
６
６
冊
）、『
続
群

書
類
従
』（
１
１
８
５
冊
）
を
編
さ

ん
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に『
群
書
類
従
』『
続
群
書
類
従
』を
ま
と
め
て
い

く
過
程
の
手
法
は
、
優
れ
て
科
学
的
で
す
。
虚
偽
や

不
正
確
な
情
報
・
成
果
な
ど
を
徹
底
的
に
排
除
し
、

本
物
の
情
報
や
学
問
的
成
果
だ
け
を
精
選
・
集
成
す

る
手
法
は
、
ま
さ
に
現
代
の
よ
う
な
情
報
過
多
の
時

代
に
こ
そ
必
要
な
態
度
と
言
え
ま
す
」（
吉
田
市
長
）

　

吉
田
市
長
が
掲
げ
る
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
う
ち
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
見
す
え
た
ま
ち
づ
く

り
」に
お
け
る
目
玉
事
業「
Ｄ
Ｘ
化（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
）」
は
、
周
知
の
よ
う

に
、
単
に
先
端
の
各
種
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
て
役
所

内
の
業
務
効
率
化
や
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
だ

け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
最
終
的
な
目
的
は
、

最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
市
民

生
活
お
よ
び
産
業
振
興
を
含
む
地
域
社
会
全
体
の
よ

い
意
味
で
の
変
容
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
何
を
選
び
、
何
を
捨
て
去

る
か
を
的
確
に
判
断
す
る
人
間
な
ら
で
は
の「
編
集
・

編
さ
ん
能
力
」
と
、
そ
れ
を
い
か
に
標
準
化
す
る
か

だ
。『
群
書
類
従
』
な
ど
を
編
さ
ん
す
る
際
に
塙
保
己

一
が
採
っ
た
、
徹
底
的
に
本
物
を
精
査
・
峻
別
す
る

方
法
論
は
、
ま
さ
に
Ｄ
Ｘ
化
を
図
る
際
の《
肝
》の
姿

勢
に
通
じ
る
。
視
覚
障
害
を
持
っ
て
い
た
塙
保
己
一

は
、
本
庄
市
や
埼
玉
県
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
象
徴
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
Ｄ
Ｘ
化
の
先
駆
者
と

も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
塙
保
己
一
は
本
庄
市
の
教
育
理
念
の
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
り
ま
す
。
現
行
の
『《
本
庄
市
教
育
大
綱
（
平

成
30
／
２
０
１
８
年
度
～
令
和
４
年
度
）』は
基
本
理

念
を《
世
の
た
め
、
後
の
た
め
の
教
育
》と
し
、
未
来

を
切
り
拓
く
人
を
育
む
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
と
文
化

が
薫
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
庄
市
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
際
し
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た《
ト
ル
コ
共
和
国
選
手
団
》の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
塙
保

己
一
の
存
在
が
機
縁
と
な
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
『
世
の
た
め
、
後
の
た
め
』に
数
々
の
偉
業
を
成
し

遂
げ
て
き
た
塙
保
己
一
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
が
、

本
庄
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て
存
在
し
続
け
る

た
め
の
、
精
神
的
な
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
も
な
っ
て
い

る
の
で
す
」（
吉
田
市
長
）

　

本
庄
市
の
多
彩
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
、
三
つ
の
都

市
核
の
構
築
や「
世
の
た
め
、
後
の
た
め
」精
神
に
基

づ
く
各
種
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
、
ど
の
よ
う
に
生

か
さ
れ
、
さ
ら
な
る
魅
力
や
成
果
を
加
え
て
い
く
の

か
。
今
後
の
推
移
が
楽
し
み
に
待
た
れ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
４
年
３
月
９
日
）

本庄市の街巡りをサポートする観光案内所「本庄市インフォメー
ションセンター」（ＪＲ本庄駅内）は一昨年オープン

パラリンピック「ブラインドサッカー・トルコ共和国代表
チーム」との交流は子どもたちにとって最高の思い出

パラリンピック「テコンドー・トルコ共和国代表チーム」との交流はオンラインで実施
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